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15－簿本試験解説－1 

第65回税理士試験 簿記論 模範解答 
 

〔第一問〕 ★各 1 点×25箇所＝25点（合格点の目安：22点から23点） 

問 1  

⑴ ① ★★Ａ         18,000 百万円 

② ★★Ａ         12,000 百万円 

③ ★★Ａ   工事未収入金     

④ ★★Ａ         21,375 百万円 

⑤ ★★Ａ          5,625 百万円 

 

⑵ 売上総利益 ★★★Ａ        1,625 百万円 

 

問 2  

《 仕 訳 》                                                               （単位：円） 

日 付 借   方 貸   方 

 勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 

×1 年 7 月 1 日 仕 訳 不 要    

★★Ａ     

     

×2 年 3 月31日 株 式 報 酬 費 用 4,500,000 新 株 予 約 権 4,500,000 

★★Ａ     

     

×3 年 3 月31日 株 式 報 酬 費 用 5,475,000 新 株 予 約 権 5,475,000 

★★Ａ     

     

×3 年 6 月30日 株 式 報 酬 費 用 1,425,000 新 株 予 約 権 1,425,000 

★★Ａ     

     

×3 年 7 月 1 日 当 座 預 金 288,000,000 資 本 金 149,400,000 

★★Ａ 新 株 予 約 権 10,800,000 資 本 準 備 金 149,400,000 

     

×3 年 7 月10日 新 株 予 約 権 600,000 新株予約権戻入益 600,000 

★★Ａ     
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〔第二問〕 ★各 1 点×25箇所＝25点（合格点の目安：12点から15点） 

問 1  

⑴ 前期の移動平均法による場合の売上原価の金額 ★★★Ｂ   144,000 千円 

 

⑵ 前期の会計上の変更後の当期純利益の金額 ★★Ｃ    63,600 千円 

 

問 2  

⑴ 合併の仕訳  ★★Ａ                                                 （単位：千円） 

借    方 貸    方 

勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 

諸 資 産 50,000 諸 負 債 15,000 

の れ ん 5,000 資 本 金 20,000 

  資 本 準 備 金 10,000 

  自 己 株 式 10,000 

    

    

    

 

⑵ 剰余金の処分による圧縮積立金の積立ての仕訳  ★★Ａ                 （単位：千円） 

借    方 貸    方 

勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 

繰 越 利 益 剰 余 金 24,000 備 品 圧 縮 積 立 金 24,000 

( 法 人 税 等 調 整 額 ) (16,000) ( 繰 延 税 金 負 債 ) (16,000) 

    

    

    

 

⑶ 自己株式の取引に関連して期末において必要な処理の仕訳  ★★Ａ       （単位：千円） 

借    方 貸    方 

勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 

繰 越 利 益 剰 余 金 10,000 そ の 他 資 本 剰 余 金 10,000 

    

    

    

    

 

⑷ 当期末の貸借対照表上で計上される繰越利益剰余金の金額 ★★Ｃ    239,000 千円 
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問 3 

 1  剰余金の分配可能額 ★★Ｂ     33,000 千円 

 

 2  剰余金の配当の決議の仕訳  ★★Ａ                                   （単位：千円） 

借    方 貸    方 

勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 

そ の 他 資 本 剰 余 金 1,100 資 本 準 備 金 100 

そ の 他 利 益 剰 余 金 1,100 利 益 準 備 金 100 

  未 払 配 当 金 2,000 

    

    

 

剰余金の配当の支払の仕訳  ★★Ａ                                       （単位：千円） 

借    方 貸    方 

勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 

未 払 配 当 金 2,000 現 金 預 金 2,000 

    

    

 

剰余金の配当の受取の仕訳  ★★Ａ                                       （単位：千円） 

借    方 貸    方 

勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 

現 金 預 金 200 投 資 有 価 証 券 100 

  受 取 配 当 金 100 

    

    

    

 

 3  剰余金の分配可能額 ★★Ｃ     20,600 千円 

 

 4  剰余金の分配可能額 ★★Ｃ      6,000 千円 
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〔第三問〕 ★各 1 点×50箇所＝50点（合格点の目安：28点から32点） 

【貸借対照表項目】（単位：円） 

(１) ★★Ａ              89,638,500  (14) ★★Ａ              40,745,000 

(２) ★Ｂ              55,650,000  (15) ★Ｄ               3,463,076 

(３) ★Ｃ              48,679,940  (16) ★★Ａ                 803,000 

(４) ★Ａ              32,450,000  (17) ★Ａ                  80,000 

(５) ★Ａ               5,238,000  (18) ★★Ａ              10,500,000 

(６) ★Ａ                 420,000  (19) ★Ａ              20,000,000 

(７) ★Ｂ             408,000,000  (20) ★Ｃ               1,239,200 

(８) ★Ａ              24,350,000  (21) ★Ｃ              44,180,000 

(９) ★★Ａ              12,281,250  (22) ★Ａ                 836,400 

(10) ★Ａ               1,000,000  (23) ★Ａ                 510,000 

(11) ★Ｃ               1,150,000  (24) ★Ｂ                 216,000 

(12) ★Ｄ              23,316,560  (25) ★Ｂ               9,600,000 

(13) ★Ｃ            △ 2,821,500    

 

【損益計算書項目】（単位：円） 

(26) ★Ｃ             433,266,000  (38) ★★Ａ             672,150,000 

(27) ★Ｂ                 252,620  (39) ★Ａ                  81,250 

(28) ★Ａ                 200,000  (40) ★★Ｂ                 500,000 

(29) ★Ｂ              10,930,000  (41) ★★Ａ                 850,000 

(30) ★Ｂ              93,500,000  (42) ★Ｂ               3,500,000 

(31) ★Ｃ              12,032,400    

(32) ★Ｃ                 146,500    

(33) ★Ｂ               1,750,000    

(34) ★Ｃ                 880,000    

(35) ★Ａ                 700,000    

(36) ★Ａ               1,800,000    

(37) ★Ｄ               1,614,640    

 

解答中のＡ～Ｄの意味は以下のとおりです。 

Ａ：確実に解答出来て欲しい箇所  Ｂ：出来れば解答しておきたい箇所 

Ｃ：解答しにくい箇所       Ｄ：解答出来なくても支障のない箇所 

 


